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新年のごあいさつ
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
に
は
清
々
し
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
年
中
は
本
会
の
各
種
事
業
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
近
年
の
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
や
核
家
族
化
に
伴
う
家
庭
・

家
族
の
介
護
力
の
低
下
な
ど
、
様
々
な
要
因
に
よ
り
福
祉
課
題
が
複
合
的
か
つ
複
雑
化
し
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
福
祉
や
在
宅
福
祉
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
か
ら
の
受
託
事
業
で
あ
る
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
や
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
31
年
は
第
１
層
く
に
さ
き

地
域
応
援
協
議
会
（
寄
ろ
う
会
）
を
効
果
的
に
活
用
し
、
未
実
施
地
区
へ
の
訪
問
活
動
や
第
３
層
新

規
検
討
地
区
立
ち
上
げ
を
目
指
し
、
実
践
地
区
と
検
討
地
区
を
合
わ
せ
て
、
継
続
的
な
支
援
を
行
い

な
が
ら
地
域
住
民
主
体
に
よ
る
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
を
更
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
は
、
制
度
の
改
正
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
業
務
・
財
務
改
革
と
し
て
10
年
間
の
長
期
計
画
を
作
成
し
て
お
り
、
今
後
は
こ
の
計
画

に
沿
っ
て
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
の
中
核
を
担
う
団
体
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
多
様
化
す
る
福
祉
課
題
に
向
き
合
い
、
市
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
三 

河 

明 

史

　

平
成
30
年
12
月
18
日
に
、
大
分
県
庁
舎
に

て
『
平
成
30
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
に

対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
及
び
感
謝
状
伝

達
式
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
伝
達
式
で
は
、
国
東
市
か
ら
《
親
子

読
書
グ
ル
ー
プ
ひ
ま
わ
り
》
が
表
彰
を
受
け
、

グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
て
、
荘
司
壽
子
さ
ん
と

萱
嶋
悦
子
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
《
親
子
読
書
グ
ル
ー
プ
ひ
ま
わ
り
》
は
、

平
成
４
年
５
月
１
日
に
設
立
し
、
今
年
で
26

年
目
で
す
。

　

国
東
市
内
に
お
い
て
、
毎
月
の
定
例
会
や

図
書
館
で
子
ど
も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
し

た
り
、
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
大
型

紙
芝
居
や
ゲ
ー
ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り

組
む
な
ど
幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

県内で厚生労働大臣賞を受賞されたみなさん。
前列の左から２番目が荘司壽子さん、荘司さ
んの後が萱嶋悦子さん。

【ボランティア功労者に対する厚生労働大臣表彰】
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◆12月８日（土）武蔵セントラルホールにおいて今年度の「くにさき福祉のつどい」を開催
致しました。
◆今年度は『いのちを守る・くらしを守る～災害現場から見えたもの～』をテーマとし、日
田市地域おこし（復興支援活動）協力隊の松永鎌矢氏を講師に迎えての講演、国東高校書
道部のみなさんによる書道パフォーマンス、防災グッズの展示など防災に関する内容をメ
インに行いました。

たくさんの皆様の参加のおかげで、盛大に開催することができました。ありがとうございました。

受賞者代表の石丸義則さんから三河社
協会長、宮本老連会長に謝辞。

松永鎌矢氏の実体験をもとにした防災
の講演。

国東高校書道部による書道パフォーマ
ンス。

国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

●
社
会
福
祉
事
業
関
係
功
労
者

　【
国
見
町
】
松
本 

和
寿

　【
国
東
町
】
石
丸 

義
則

●
優
良
社
会
福
祉
地
区

　【
国
東
町
】
田
深
区

　【
安
岐
町
】
両
子
区

●
優
良
社
会
福
祉
施
設

　【
安
岐
町
】  

障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

三
角
ベ
ー
ス

●
模
範
自
立
者

　【
国
東
町
】
小
田
原 

年
雄

●
模
範
介
護
者

　【
国
東
町
】
畑
野 

公
雄

　
　
　
　
　 

木
戸 

瑩
一
郎

　
　
　
　
　 

田
川 

セ
ツ
子
　（
掲
載
辞
退
者
一
名
）

国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

●
社
会
福
祉
事
業
奉
仕
団
体

　【
全
　
域
】
国
東
手
話
サ
ー
ク
ル
菜
の
花

　
　
　
　
　 

国
東
市
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
社
会
福
祉
事
業
協
力
者

　【
国
見
町
】
山
口 

清
　
　 

松
村 

勝

　
　
　
　
　 

野
上 

八
重
子

　【
国
東
町
】
廣
瀬 

徳
善
　 

清
原 

登

　
　
　
　
　 

佐
藤 

ス
マ
子

　【
武
蔵
町
】
佐
藤 

芳
秀
　 

清
原 

和
俊

　
　
　
　
　 

清
成 

昭
則

　【
安
岐
町
】
山
本 

紀
一
郎
　（
掲
載
辞
退
者
三
名
）

国
東
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

●
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　【
国
見
町
】
小
熊
毛
老
人
ク
ラ
ブ

　【
国
東
町
】
浜
陽
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　 

藁
蓑
老
人
ク
ラ
ブ

　【
武
蔵
町
】
成
吉
老
人
ク
ラ
ブ

　【
安
岐
町
】
美
濃
辺
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　 

瀬
戸
田
上
老
人
ク
ラ
ブ

●
老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者

　【
国
見
町
】
吉
武 

忠
幸

※
敬
称
略
順
不
同

平成30年度くにさき福祉のつどい
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買物支援シンポジウム
日　時：平成30年11月22日（木）14：00～16：25
場　所：国東市役所本庁　４階　委員会室

くにさき地域応援協議会“寄ろう会（え）”

　くにさき地域応援協議会“寄ろう会(え)”『買物支援シンポジウム』が開催され、地区協議会・公民館・
各種団体機関・行政関係部署等約60名の参加がありました。
　【第１部】は、地域や行政、関係団体や商工会それぞれの立場から『買物支援』をテーマにお話を
いただきました。
　【第２部】ではモデル３地区より具体的な活動報告がありました。
　【第3部】で今後の課題や展望、また会場のみなさんより厳しくも的確な貴重な意見をお聞きする
事もできるなど、今後につながる有意義な時間となりました。
　来場されたみなさん、そしてモデル地区のみなさんありがとうございました。

●“寄ろう会（え）の経過と予定”

広がれ!地域の輪

　“買物支援シンポジウム”の内容や“モデル地区の活動”、“寄ろう会（え）”等、市内の支え合い活
動の取り組みについて詳しく知りたい方は下記までお気軽にお問い合わせください。これからも地
域のみなさんの支え合い活動を応援していきます。“寄ろう会（え）”は支え合い活動に賛同される
方はどなたでも参加できます。市民のみなさんのご参加お待ちしております。

寄
ろ
う
会
（
え
）

活動
内容

●最初の活動は、情報共有の場からスタート。
　①実践地区や検討地区の活動状況を報告・共有する。
　②地区が実際に抱える課題（買物、移動、財源）の情報を共有する。

開催
日時

Ｈ
30
年
度

・第１回　　　　‌５月31日（木）　18:30～[済]
・第２回　　　　‌８月30日（木）　18:30～[済]
・シンポジウム　‌11月22日（木）　14:00～[済]
・第３回　　　　 ３月７日（木）　18:30～[次回]

場所 アストくにさき１Ｆ　マルチホール　※シンポジウムは別会場

参加 支えあい活動に賛同される方はどなたでも参加可能。

●お問合せ先
国東市社会福祉協議会

福祉支援課
☎　0978-74-0333

国東市役所
高齢者支援課

☎　0978-72-5189



5 ―― 第 ５１号　くにさき　社協だより

（意見は一部を要約しています。紙面の関係上ご了承ください。）　

第
１
部

第
２
部

第
３
部

くらしの現状と課題～生活支援の必要性と最初の活動について～

買物支援モデル事業　活動報告

みえてきた課題と展望

●‌�高齢化が進み、生活に不安を感じな
がらも“寄ろう会（え）”を通じて、
地域と関係団体と行政が一体的にな
ろうとしている。ピンチはチャンス。

【寄ろう会（え）】
●‌�社会保障制度改革で個人の負担が増
える中、住民の生活を守るため、改
めて地域づくりの必要性を感じ、行
政としてもしっかり支援していく。

【市高齢者支援課】

【豊　崎】‌�連絡会を立ち上げ、既存事業（高齢者大学:月１回）
に併せ、地元商店が協力、地区公民館で出張販
売会を実施。実践を通じ連絡会で検討していく中、
その場所まで来れない方のため地域と商店が協
働した“個別配達”を実現していく。

【上国崎】‌�“買物に困っている方は誰なのか”そして“これ
からどんな支援ができるのか”を考える場『お
助け会議』を実施。地域だけではなく、介護や
医療の専門機関も交えながら意見交換をしてい
く中で、今後の活動を検討していく。

【竹田津】‌�ケアマネジャーやヘルパー等専門職（専門機関）
と意見交換を進めていく中、1人の要支援者を
地域と専門機関が協働し支えていく。「もう一度
自分で買物がしたい」というごく普通の願いを
実現していく。

●‌�現状把握や課題抽出など具体的な問題点をはっき
りさせて検討すべき。買物支援に対して、しっか
りと “的を絞るべき”ではないか。
●‌�移動支援する際は、事故や保険の関係から個人の
車ではなくリース車等の配備をお願いしたい。
●‌�一度手助けをすると日常的になり個人支援では負
担となる。地域の支え合う仕組みづくりは必要だが、
ネットワーク会議で提案してもなかなか理解され
ない。正直どうしていいのかわからない。先行地
区と未実施地区では温度差がありすぎる。こういっ
た場に区長や公民館長等にも参加してもらいたい。
●‌�互助と公助について経費負担のすみ分けをどうし
ていくのか？豊崎の高齢者大学では送迎バスが出
ているのか？
●‌�バス停まで遠い。行政は地域の現状がみえている
のか？今の政策が機能しているかしっかりと検証し、
その上で地域の支え合い活動を進めていくべきで
はないか？
●‌�地域と団体、行政のコラボレーションは大切。で
きる事からやっていきませんか？お互いに批判せ
ずに、まずはお互い信頼、協力していきませんか？
みんなで話し合いましょう。

●移動販売者への
ガソリン代実費補助検討

●地域での販売会の備品等の
初度設備費補助検討

●買物支援の
組織や仕組みづくり

●買物サポーターへの
サポート料補助検討

●お助け会議（連携会議）の
連携調整支援　他

●‌�生活支援の実情も変わる中、ケアマネジャー（専門職）として既存の制度だけにとらわれず、
積極的に地域に入って一緒に考えていきたい。【介護支援専門員協議会】

●‌�商工業者も疲弊する中でも地域の為に役立ちたいと思う方も多い。一方で採算や継続性から具
体的な行動に移しづらい現状もあるが、地域や福祉と連携する事で新たな活路が生まれるかも
しれない。【商工会】

会
場
よ
り
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国見会場
平成30年11月２日（金）
会場：国見B＆G海洋センター
参加者総数　210名

平成30年10月30日（火）
会場：国東市営体育館
参加者総数　366名

国東会場

安岐会場
平成３０年１０月２４日（水）
会場：安岐中央小学校体育館
参加者総数　200名

（うち小学生38名）

新競技も取り入れました。
箱を重ねて走る《箱リレー》。

各チームに分かれて対
戦しました。競技ごと
に１位チームが入れ替
わる接戦でした。

一人暮らし高齢者のつどい

◆平成30年10月から11月にかけて市内3会場で国東市福祉ふれあいスポーツ大会
を開催し、多数のご参加をいただきました。

◆大会運営には民生委員児童委員さんをはじめ、多くのボランティアのみなさんに
ご協力をいただき、参加者同士が親睦を深められた楽しい秋の一日となりました。

　社協では、地域福祉事業の一環として「一人暮らし高
齢者のつどい」を実施しており、出かける機会が少なく
なってしまった方や、日ごろ話をする機会の少ない方など、
多くの一人暮らし高齢者の交流の場となっています。
　今年は、10月～11月の期間で豊後高田市内の青汁工場
の見学や市内外の寺社巡りなど秋の紅葉を眺めながら各
地にお出かけする内容で11回開催し、209名が参加しま
した。

平成最後の福祉ふれあいスポーツ大会
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善意の気持ちをありがとうございました
国東市社会福祉協議会へ次の方々から心温まるご寄付をいただきました。皆様のご厚情に対しまして厚く
お礼申し上げます。
故人のご冥福をお祈り申し上げます。　（掲載に同意された方のみご紹介しております。）

寄付金等（９月１日～11月30日受付分）

（地区） （寄付者名） （故人名） 　（金額）

国見町 山　口　　　清 様‌（故 トク子 様） 100,000円
伊　藤　勝　義 様‌（故 古本‌サキヱ 様） 金一封
水　口　トヨ子 様‌（故 政昭 様） 金一封
森　広　義　和 様‌（故 清水　 様） 金一封
小　野　正　宏 様‌（故 正人 様） 金一封
石　本　　　隆 様‌（故 富子 様） 20,000円
立　木　敏　枝 様‌（故 隆治 様） 金一封
信　原　多津子 様‌（故 幸一 様） 金一封
花　本　美智子 様‌（故 喜代司 様） 50,000円
植　木　靖　子 様‌（故 寺川‌経一 様） 20,000円

国東町 石　谷　彰　啓 様‌（故 陽太郎 様） 金一封
村　上　隆　造 様‌（故 ハル 様） 50,000円
廣　瀬　徳　喜 様‌（故 須美惠 様） 100,000円
佐　藤　スマ子 様‌（故 リカノ 様） 100,000円
伊　賀　　　修 様‌（故 哲彦 様） 金一封
大　武　眞　子 様‌（故 一也 様） 金一封
神　田　昭　子 様‌（故 文好 様） 50,000円
中　本　英　二 様‌（故 昭憲 様） 金一封
河　野　ヤスミ 様‌（故 シゲ子 様） 金一封
匿　　　　　名 様‌（故 様） 金一封
参　　　弥　生 様‌（故 アヤコ 様） 金一封
西　尾　義　孝 様‌（故 カシ子 様） 金一封
溝　部　文　夫 様‌（故 宣子 様） 金一封
石　川　正　行 様‌（故 正富 様） 金一封
福　田　安　生 様‌（故 シュウ 様） 金一封
西　田　慎　二 様‌（故 葊己 様） 20,000円

武蔵町 岩　元　勝　美 様‌（故 シモ 様） 金一封
厚　田　信　幸 様‌（故 カツコ 様） 金一封
伊　藤　和　良 様‌（故 友房 様） 金一封
橘　　　　 猛 様‌（故 ヨウ子 様） ₁₀₀,₀₀₀円
清　成　庄　三 様‌（故 忍 様） 金一封
桝　永　政　幸 様‌（故 マツ子 様） 金一封
三　藤　ヤヱ子 様‌（故 睦夫 様） 金一封

（地区） （寄付者名） （故人名） 　　  （金額）

安岐町 泉　　　宏　子 様‌（故 直彦 様） 金一封
藤　原　満　藏 様‌（故 オカヅ 様） 金一封
吉　田　豊　史 様‌（故 諸冨‌貞子 様） 金一封
林　　　寿　子 様‌（故 一郎 様） 金一封
矢　野　　　秀 様‌（故 隆 様） 50,000円
河　野　サ　キ 様‌（故 陽一 様） 50,000円
清　末　隆　文 様‌（故 キミ子 様） 金一封
野々下　誉志知 様‌（故 セイコ 様） 30,000円
鈴　木　光　次 様‌（故 美世子 様） 金一封
安　部　武　利 様‌（故 武士 様） 金一封
清　原　廣　美 様‌（故 立江 様） 金一封
吉　田　道　広 様‌（故 チヨ子 様） 金一封
青　木　正　一 様‌（故 キミ子 様） 金一封
水　落　生　子 様‌（故 山田‌初次 様） 金一封

東京都 柏　　　行　広 様‌（故 政行 様） 金一封
宇佐市 稙　田　情　司 様‌（故 秀子 様） 金一封
中津市 福　岡　義　輝 様‌（故 源治 様） 金一封

◇一般寄付

（地区） （寄付者名） 　　    （金額）

国見町 （有）双国建設 様 5,000円
国東町 安国寺無相教会 様 金一封
◇物品寄付

（地区） 　　　 （寄付者名）　　　　　　　　　　　（物品）

安岐町 小　川　孝　一　様　　 エアーマッサージ器　１台

◇香典返し寄付

【お知らせ】　国東市社会福祉協議会への寄付は税額控除の対象となります

※但し、控除額は所得税額の25％が限度となります。
※税額控除対象寄付金とは、税額控除対象法人への寄付金額です。（本会は税額控除対象法人です）
※  寄付金支出額が、総所得金額等の40％に相当する金額を超える場合には、40％に相当する額が税額控除対象寄
付金となります。

（税額控除対象寄付金－２，０００円）×４０％＝控除対象額（所得税額から控除）

社協にお寄せいただく寄付金は地域福祉事業の財源になります。
皆様のご協力をよろしくお願いします。

福祉ふれあいスポーツ大会　協賛一覧　※敬称略、順不同
九州労働金庫国東支店／㈲ＡＯＩサプライセンター／国
東小原簡易郵便局／藤原酒店（国東町富来浦）／大分銀
行国見支店／深弘産業㈱／野田石油／国見郵便局／熊毛
郵便局／堤株式会社／ホテル芳泉鶴／㈲双国建設／はる
かぜ醫院／大分県農業協同組合国見支店
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本　　所 国東市武蔵町古市1086-1（武蔵保健福祉センター内）（総務福祉課）６８-１９７６
（在宅福祉課）６８-０６０５【くにさきケアセンターなのはな】

国見支所 国東市国見町伊美2225-1（国見保健福祉センター内） ８２-１１０７【くにさきケアセンターたんぽぽ】
国東支所 国東市国東町浜崎2757-5（国東福祉センター内） ７４-１１５１【くにさきケアセンターな の み】

（福祉支援課）７４-０３３３
安岐支所 国東市安岐町下山口38-1（安岐老人憩いの家内） ６７-１２８３【くにさきケアセンターやすらぎ】

平成30年度 無料法律相談会のご案内
日常生活において、心配ごとができた際にご利用ください。

社会福祉法人　国東市社会福祉協議会　［代表メール］　head.offi  ce@kunisaki-wel.or.jp

【司法書士】　１月28日（月）武蔵会場１０：００～１２：００　
　　　　　　　　　　　　　 安岐会場１３：３０～１５：３０　
【弁 護 士】　２月19日（火）国東会場１０：００～１２：００　
　　　　　　　　　　　　　 国見会場１３：３０～１５：３０　

○ 希望する会場へお問合せください。各会場に定員（８名）があり申込順となります。
〇 弁護士、司法書士に見てほしい資料等がある場合は、当日ご持参ください。

【お問合せ・お申込み先】
 国見会場（国見保健福祉センター）℡82－1107　　国東会場（国東福祉センター）℡74－1151
 武蔵会場（武蔵保健福祉センター）℡68－1976　　安岐会場（安岐老人憩の家）　 ℡67－1283

あんしんサポートセンター国東

社協では「日常生活自立支援事業」を実施しています。
図のような不安を抱える方に対して、次のサービスを
お手伝いすることで自立した日常生活を支援します。

お金や通帳をどこに置
いたか忘れてしまった。

書類を無くしてしまった。
書き方がわからない。

福祉サービスの利用方法
がわからない。

？

（日常生活自立支援事業）

日常的金銭管理サービス
・公共料金や税金の支払いが滞りがちな方
・‌‌計画的な金銭管理ができないので、生活費を定
期的に届けてほしい方

福祉サービスの利用援助
・‌‌福祉サービスを利用したいけれどもよくわから
ない方
・住民票の届け出など行政手続きがわからない方

書類等の預かりサービス
・通帳や印鑑などを紛失してしまう方
・大切な書類の保管に不安のある方

費用について
①お問合せ、訪問、契約まで（無料）
②契約後の支援　１回あたり1,330円
②書類の預り　　１ヶ月あたり500円

【どんな人が利用できるの？】
①判断能力が不十分な人
　  認知症高齢者・知的障がい者・精神障がい者
等であり、日常生活を営むのに必要なサービ
スを利用するための情報の入手、理解、判断、
意思表示を本人のみでは適切に行うことが困
難な方。

②  本事業の契約の内容について判断し得る能力
を有していると認められる人

お
問
合
せ国東市社会福祉協議会


